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政治を動かす・未来を動かす

今年は、10月までに必ず衆議院選挙が実施されま
す。他の士業団体とその政治連盟は、選挙に際し支
持する政党や候補者の勝利と当選のために、精力的
な活動を展開されます。そしてそのことが、各団体
が望む業法改正等に関し、国会議員の理解を得る上
で大きな力となっていると言われています。
一方、私たち弁護士は、政治や選挙と距離を置く
傾向が強く、日弁連と弁政連は、業界の利益ではな
く広く公益を追求し、不偏不党かつ全方位を原則と
しています。
しかし、日弁連が社会と市民のために掲げる政策
課題の多くは、実現のために立法や予算を必要とす
るものです。従って、弁護士出身者をはじめとし
て、日弁連の政策や活動に理解のある国会議員が、
立法府に一人でも多く存在することが望ましいこと
は、言うまでもありません。そして、そうした議員
が増えるチャンスは選挙しかないのです。そこで弁
政連は選挙に際し、党派を超えて、弁護士出身者な
ど多くの候補者を推薦支援し、強制加入団体である
日弁連が行いえない活動を行っています。
日弁連のサポーターとしてのそうした活動を一層
充実させるためには、弁政連自体の組織強化が必要
にして不可欠です。一人でも多くの弁護士会員、こ
とに日弁連と弁護士会の活動を担いその政策実現を
願うすべての会員が弁政連に加入されることを、切
に期待する次第です。

前年度は、丸一年コロナ禍の中での活動になりま
したが、弁政連の皆様には、日弁連の政策課題の実
現のため、中央・地方を問わず、村越理事長をはじ
めとする役員の皆様、会員の皆様に大変なご尽力を
いただきましたことを心より御礼いたします。
特に、昨年 4月から 7月にかけて最終盤の局面に

差しかかりつつあった少年法改正問題、検察庁法改
正問題、今年に入ってからの感染症法やインフルエ
ンザ特措法などの改正問題は、短期間の間に多くの
政党の方々、国会議員の方々と面談し、日弁連の立
場や考え方を理解していただき、これを生かし、あ
るいは実現する必要がありましたが、弁政連の皆様
との共同作業によりこれを実践し、結果を出すこと
ができたことは今後の活動にも大きな影響があるも
のと考えます。
今年もまた少年法や入管法の改正案が国会で審議

され、さらには民事訴訟や刑事手続のＩＴ化に向け
た動きがより具体化されることになっています。そ
のほか、憲法改正問題や死刑廃止に向けた取組も行
わなければなりません。また、ほかの士業による法
律事務に対する職域拡大の動きも強まっており、こ
れに的確に対応する必要があります。このような問
題に迅速にあるいは適切かつ効果的に対応するため
には、引き続き弁政連の皆様とこれまで以上に連携
しつつ活動する必要があります。
是非ご支援、ご協力をお願いする次第です。
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議員となったきっかけ

【安藤】　まずは皆さまが
地方議会議員になられた
きっかけ等について、お
話いただけますか。
【山田】　私は、いわゆる
世襲議員になります。横
浜市会議員として私の祖
父、父が合計すると50年
くらい議席をいただいて
仕事をさせていただいており、その後継です。ただ、昔
から議員になりたいと思っていたわけではなくて、若い
頃には反発があって、やるもんかと思っていた時期も
あったりはするのですが、弁護士を10年15年と一通りの
仕事をさせていただき、また、今、 7歳と 3歳という子
育て中なのですけど、そういった中で社会へのかかわり
方とか貢献の仕方という意識が変わっていく中、どうし
ても町弁の仕事の場合、トラブルが起きてからそこがス
タートに始まるというケースの方が多い中で、ゼロから
何かを作っていくような仕事もしてみたいなと思い、父
と相談し、後継という形で出馬しました。
【小川】　私は元々政治家とか選挙には疎い生活をして
いました。弁護士登録をして三年くらい一生懸命、弁
護士会の会務をやらせていただき、その中の両性の平
等委員会でDVの被害者支援を結構やらせていただきま
した。DVの被害者支援では被害女性をシェルターに素
早く保護してもらえるかが肝になってくるのですが、
当時は弁護士会から行政に対して女性相談所の体制を
強化してもらいたい、すぐに保護してもらいたいと要
望しても突き返されてしまって、何とかしたいなと思っ
ていました。もう一つは、リーマンショックの後、年
越し派遣村など貧困が浮き彫りになってきて、2010年
に群馬弁護士会が行った「貧困キャラバン」の一環で「子
どもの貧困・教育格差」というテーマでシンポジウム
をやらせていただいたんです。その時に県の教育長に
も子どもの貧困対策でこういう政策が必要ではないで

すかと、給付型の奨学金やスクールソーシャルワーカー
をもっと増やした方がいいのではないかと弁護士会か
ら伝えたのですが、これが箸にも棒にも。弁護士会か
ら要望しても全然進まないという中で、弁護士会の先
輩から「外からやっても変わらないなら議会の中で変
えていくという方法もある」と教えていただきました。
当時の民主党が県議会議員選挙の候補者を公募してい
るから話を聞いてみたら、と。それがきっかけで選挙
のやり方も何も知らない中で、じゃあやってみますと
手を挙げました。手を挙げてから、選挙ってこんなに
大変なのかとびっくりしました。
【有近】　私は2019年 4 月に県議になったばっかりの新
米議員なんですけど、2019年 1 月に前職の県議が病気
で 3か月後の選挙に出られないということになり、急
遽、私が前山口県知事で亡くなった山本繁太郎の姪で
あったことから繁太郎さんの支援者の方からぜひ出て
ほしいという話があって、もともと政治家志望ではな
かったのですけど、県議だった祖父が、世のため人の
ために役に立てといつも言っていたので、「私で役に立
てるなら」と思い出馬しました。出馬要請から立候補
意思を固めるまで 2日間しかなくて、決めた日が自分
の誕生日でこれは運命なのかもしれないと思い、決め
ました。冷静に考えたら決心できないので、仮に返答
期間が 1年あったらできなかったと思います。
【安藤】　皆さま、選挙に出馬前の弁護士としての職務
形態は如何でしたか。
【山田】　最初ボス弁の事務所に 4年半務めた後に、修
習期が近い仲間と独立しまして、それで今の事務所を
立ち上げて12、 3 年目です。経営者弁護士ですから、
時間の調整はある程度自由にできたのですが、父が現
職で議員をやっていたこともあり、弁護士業は、結構
選挙の直前まである程度普通にやっていました。日中
に弁護士業を全部済ませて、本当に空いたところに地
元を回るとか、父と一緒に夜の会合に参加するとか、
そういったことを出馬前はやっていました。今となっ
ては、もう少し選挙活動を頑張らなければならなかっ
たなと思いますけど、当時はまだまだ選挙の厳しさと
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か認識が甘かったこともあってですね。結構普通に弁
護士としての仕事をしてしまっていました。ベースが
あったがゆえに甘えすぎてしまったので、次はこうは
いかないぞと思っています。
【小川】　私は当時、ボス弁一人・イソ弁が私を入れて
4人いる事務所に勤めていたのですが、ボス弁に選挙
に出たいと言ったら「じゃあがんばれ」と快く後押し
をしていただいて、10月の末に立候補を表明して11月
いっぱいで事務所を退職させていただきました。担当
していた事件は他のイソ弁にお願いして突然やめさせ
ていただいたので、今でも頭が上がりません。選挙は
翌年の 4月だったので、12月、 1月、 2月、 3月と弁
護士業は一切やらずに朝から晩まで後援会活動と選挙
の準備活動をしていました。私は出身が群馬ではなく
て、群馬には司法修習がきっかけでやってきて一人暮
らしなのですが、親戚とか同級生が誰もいない状況で
選挙に出るというのがすごく大変なのだということ
も、やってみて初めてわかりました。ましてや保守王
国の群馬県で民主党の公認で出馬するとなると、逆風
も本当に厳しかったのですが、出るときは誰もそれを
教えてくれなくて、 4か月間孤独だったなと、いま振
り返ると思います。そういう感じで事務所もスパッと
辞めて、選挙のための準備をひたすらやり続けました。
【有近】　私は弁護士 4人の事務所にアソシエイトで
入っております。選挙の時はたまたま二人目の産後 4
か月で大方の仕事の引継ぎが済んでいたものの、それ
以外の業務をこなしながら、全く知名度のない新人と
して動き回ったため、非常にハードなスケジュールと
なりました。自民党系新人同士の保守分裂選挙で、私
と60代男性の一騎打ちでしたが、当時政治分野におけ
る男女共同参画推進法が施行された直後だったので、
女性の私が公認されるかなと淡い期待を抱いていたの
ですけど、政治の世界はそんな甘くなくて公認を得ら
れず、私は保守王国山口県で自民党と戦う選挙をやり
まして、非常に激しい選挙になりました。産後の体で
授乳もあって夜も寝られず、母との別れもあり、めちゃ
くちゃな 2か月間でした。それでも山口県や柳井市の
ために何かできるのではないかと考え、一生懸命頑張
りました。

地方議員の日常

【安藤】　地方議会議員の日々の常務、一般的なスケ
ジュール、スケジュールの中で弁護士業やプライベー
トの兼ね合いというのはどのようにされていますか。
【小川】　議員活動についてはそんなに差がないと思い
ますが、会期中は議会に行って活動することが多いで
すし、閉会中も常任委員会が開かれたり、視察調査に
行ったりして調査研究をしている時間が多いです。土
日はイベントや行事等の公務出席があるので、土日の
休みというのは基本的に取れないのではないかなと。
2020年はコロナで行事がなくなっているので例年より
もゆっくりできましたが、私は未だに独り暮らしです
べての時間を自由に調整できるので、空いた時間も地
域の人と会ったり色々な現場を見に行ったり、ボラン
ティアの活動をしたりとなるべく予定を入れるように
しています。あんまり休みという休みはない気がしま
す。弁護士の仕事についてですが、法廷には全然立っ
ていません。自分でできる相談や交渉の案件は、年に
数件受けていますが、訴訟しなければならない案件は

他の弁護士さんを紹介しています。道路直してくれと
かこういう政策をしてくれとか、いろんな陳情を受け
ますが、私の場合は 4割くらいは法律相談かなという
風に感じています。
【有近】　議会があるときは議案の調査や会派の勉強会
が連日あり、議会が地元から離れていることもありま
して、帰れない日は泊まり込みでやっております。そ
の間の子育ては基本的には保育園と夫ですが、夫も弁
護士で多忙なので、姉や父、親戚、友人、近所の人、
事務所スタッフ、支援者さん、いろんな人にお願いし
まくっております。いわば「お願いしまくり子育て」
というのをやらせていただいております。議会以外の
時は、情報収集、電話や来客対応のほか、なるべく自
分から人に会いに出かけ、集会をこまめに開き、行事
にどんどん参加します。子連れで祭りにいったり。人
脈作りや勉強のため、積極的に県外視察や人を訪ねる
など、プライベートで出掛けています。弁護士業務の
方は、小川先生と同じく、陳情に来られて、話を聞い
てみると法律問題が絡むことが多々ありますのでボラ
ンティアで出来る範囲のお手伝いをさせていただくこ
とがあります。それ以上の場合は夫や他の弁護士にお
願いしています。
【山田】　私は経営者弁護
士として十何年やってき
たところもあって、弁護
士業もある程度継続して
いる方だと思います。秘
書さん等の生活もありま
すので、そこは最低限維
持。ほかのパートナーと
の経営共同でやっていま
すので、最低限売上げを
維持していかなければな
らないという要請もあります。私が法科大学院で教え
ていた時の教え子に入ってもらいましたので、基本的
には一緒に話を聞いて実際の法廷に行ったり中身の方
は彼にやってもらう形でやっているところです。ただ、
当選前から受けている事件とか事件の特性上私でなけ
れば出来ないというものも結構あるので、そういうの
は私が立つという場合も多いです。なので一日のスケ
ジュールとしては朝 6時ぐらいに起きて上の子の朝ご
はんを作って送り出しをして、そのあとバタバタ家事
をやって、下の子を 9時に幼稚園に送り、そのあとは
10時の法廷だったり、10時の議会だったりで。午後行
政と話をした後に地元に帰って地元を回った後に夜の
会合、地元の会合に出るというのが多かったですね。
法律事務所と市庁舎と裁判所が至近距離にありますの
で、その間をグルグル。地元も車だと20分の距離なの
で、あっち行ったりこっち行ったりとやっています。
【安藤】　ありがとうございます。ちなみに子育て中と
いうことですけれど、議員の産休・育休についてはど
うお考えですか。
【有近】　制度が整えばより女性が参加しやすくなるの
で、そういう制度はきちんと整えていくべきだと思い
ます。私は体育会系なので弁護士をしながら出産直前、
直後も働いていましたし、議員としても女性はこれだ
からと思われたくないので意地でも休まずにやってし
まいそうですけど、それだと私のようなめちゃくちゃ
な女性しか政治に参画できなくなってしまうので、普
通の人が、本当に良識のある女性が参加できるように
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座談会

環境整備が必要だと思います。育児しながらの政治活
動は、本当に大変なので。
【山田】　個人的にはかなり職住接近である一方、議会
がない時は自由に時間が設定できるので、やりようか
な、と思っているところです。例えば、夕方に会合が
6時から始まるんだという時は地元なので 4時半、 5
時にちょっと帰って家事をやってから出ていくとか、
家族とコミュニケーションを取ってから出ていくと
か、弁護士も自由業で議員も自由業なところがありま
すので、いくらでも会合が入りますし、いくらでも予
定は入れられるのですけど、あまり言い訳にし過ぎず
に公私の予定のバランスを取っていければいいのかな
と。忙しいですけど「 0：100」の問題ではないのかな
と思います。その意味で、議員育休で公務を休むとい
うのはもう少し個人の努力、マネジメントでうまく出
来るのではないかなという意見もありますね。ただ、
議員が育休を取ることによって社会への発信になると
いう部分もありますので、その辺りはバランスを、と
思っています。

地方議員のやりがい

【安藤】　ありがとうございます。続きまして、地方議
員になって感じるやりがいや、一方でご自身が感じる
課題などについてお話を伺いたいと思います。
【小川】　議会というとこ
ろに入って視野が広がっ
たと感じています。といっ
ても弁護士業も 3年くら
いしかやっていなくて、
弁護士もひよっこの段階
でこちらに入ってしまっ
たので当然なのですが、
法律事務所で関わる部分
以外にもこんなに問題が
あるんだなと、予算の問
題や経済のことなど今までになかった視点で勉強でき
るのは自分にとってはありがたいと思っています。こ
れまで取り組んできたDVの被害者支援や貧困の問題に
加えて、今は障害者や外国人の人権問題にも取り組ん
でいます。課題については、群馬県議会は50人議員が
いますが、その 7割が自民党・公明党所属議員で占め
られているので、私たちのような野党系の少数会派は
多数決では絶対に勝てない。委員長・副委員長ポスト
も絶対に取れない構造になっているので、 1期目、 2
期目の時は自分のやりたいことが通らなかったり多数
決で負けることにすごくストレスもありました。 3期
目からは本当に通したい政策は他の会派と一緒に取り
組もうとか自民党さんから議案としてあげてもらおう
とか、他会派との交渉もだんだんとできるようになっ
てきたので、さらにやりがいを感じているところです。
【有近】　とても勉強になります。私は 1期目なのです
が、人と会うのが好きで、多くの人から直接話を聞い
て課題に直面して行政と調整して課題解決を図るとい
うのが本当に面白いなと思います。弁護士の時は依頼
者の利益は何かという視点で事が起こった後に事後的
に紛争解決する。相手方は民間の一般人である事が多
かったのですけど。議員になるともっと多くの人の利

益は何か、何が全体のためになるかという視点で、相
手方は基本的に行政で、制度や仕組みができれば多く
の人の事前の救済にもつながると感じています。課題
としては何が全体のためになるのかというところにつ
いて様々な議論があることだと思います。議論をする
ときに自分の主張の根拠・拠り所になるのは何といっ
ても自分の脚で回って聞いたみんなの声、声の数なの
ではと思います。現場の声、今皆が何に困って何を求
めているのかを自分の耳で聞く。弁護士は今ある法律
や判例を理屈にするしかないのですけど、議員はみん
なの声、数の力が理屈になるのですよね。面白いこと
に。法律や判例はほとんど変わらないことで安定感が
あってそれは良いところだと思いますけど、みんなの
声は、社会経済情勢を反映してどんどん変わる可能性
がありますので、いつもしっかりみんなの声を聞いて
いなければならないと。ただみんなの声は自分の利益
で言うことが多いので、本当に全体のためになるのは
どういうことかを客観的に見極めないといけない。こ
れが難しいし楽しいという感じです。
【山田】　横浜市は378万都市で、人口で言うとニュー
ジーランドとかアイルランドと同じぐらいの人が暮ら
しているのですけど、動物園が 3つあって、大学が 2
つあって、消防署があって、ありとあらゆる分野に関
われるというところが議員の醍醐味です。私は消防士
にもなりたかったし、動物園の飼育員にもなりたかっ
たし、医者にもなりたかったけど、そういう色々な活
動に関われて、そこに問題があれば改善をして、そこ
で頑張っている人がいれば後押しするといったことが
できる立場は、議員以外に中々ないと思います。そう
いう究極のゼネラリスト的なところで活動できるやり
がいを今感じています。小川さんの後で恐縮なのです
が、私は自民党の会派で、市議会の構成は小川さんと
近い形でして、その中で 1年目であっても党内でしっ
かりと情熱と理屈をもって提案をすると、先輩議員が
認めてくれて、しかるべき行政のボタンを押していく
ことによって実際に形になっていくんです。そういっ
たダイナミズムを体感することができています。いく
つか自分が関与した政策等が後々数字となって現れて
くることを見ると、弁護士とは違ったやりがいを感じ
ます。先ほど有近さんがおっしゃったような自分の目
と耳と肌で感じたものをちゃんとつなげていける、そ
れが何かに影響を与えカタチになっていく場に身を置
けるのは、すごくやりがいを感じます。
【安藤】　弁護士の知識や経験が、議員活動をしている
中で役立った場面があれば、具体的にお話を頂きたい
です。逆に弁護士であることがマイナスに働いた場面
があればそれも併せて教えてください。
【有近】　やっぱり田舎なので女性で若いというだけで
「頼りない」と思われる方は年配の方にいると思いま
す。肌感覚ですが、私が弁護士でなかったら私は選ば
れてなかったなと思います。そういう意味で弁護士で
あることは役に立っています。弁護士の知識や経験が
ということですが、私は弁護士四年目で議員になった
のでそれほどの経験はありません。ただ弁護士会の仲
間、先輩たちが政策立案の中で非常に力を貸してくだ
さいます。今こういうことをこの委員会では問題視し
ている、こういう課題があってこういう政策立案をし
ていきたいんだと皆さんがレクチャーしてくれるの
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で、それを政策につなげていけるように私も動いてい
ます。弁護士の自分がというより、弁護士の仲間が全
国に沢山いて応援してくれていることが、議員活動に
非常に役立っています。感謝の気持ちでいっぱいです。
【山田】　横浜市の行動が、公権力の行使ということで
憲法との兼ね合いが議題になることが多く、私は当然
会派の中で弁護士であることは知られていますので、
そういった取りまとめを依頼されることがあります。
例えば最近だと横浜市パートナーシップ制度ですね。
行政が導入をしたのですけど、そういう話が出た時に
かなり執行部の方から「ちょっと山田の方で法律的な
議論とか憲法との兼ね合いをとりまとめろ」というこ
とで、 1年目なんですけど、法律家の立場で報告をし
て横浜市の意図とか全国的な流れであるとか憲法との
兼ね合いであるとかを説明する場面が結構多いんで
す。ですから司法試験以来、一番憲法の教科書を調べ
たりしています。自分があまり想像しなかったところ
なので面白いなと思います。そういったところで、今
までのキャリアも役に立っているのかなと思っていま
す。マイナスがあるとすれば、皆さんもそうかもしれ
ませんけど、条例の建付けとかで気になるとかなり細
かく突っ込んでしまうので、もしかしたら行政の方か
ら「あいつ 1年目のくせに小うるさいな」と思われて
いるかもしれません（笑）。
【小川】　先ほど有近さんがおっしゃっていましたが、
私も弁護士というだけで市民の方は信頼してくださっ
ているな、ということを感じています。だからこそしっ
かりしないと弁護士会の先生方に迷惑をかけてしまう
というプレッシャーも感じています。いろんな方々が
候補者に並ぶ中で、弁護士記章を持っているだけで、
この人はちゃんとしているのだなと見てもらえます
し、市民・県民からの期待は大きいと思います。議会
の中では山田さんがおっしゃった通り、条例や規則の
ことで何かあると「おい弁護士、どうなんだ」と他の
先生達も聞いてくることがあって、法律の専門家とし
てアドバイスすることもありますし、一般質問で知事
や部長と議場でやり取りをするときには法廷の尋問の
経験が役に立っていると感じます。何も知らないまま
議会に入って議場で質問するとなるとすごく緊張する
と思いますが、法廷の尋問経験があったので最初から
突っ込んだ質問をすることができました。突っ込み過
ぎて怒られたくらいです。尋問技術や何を獲得目標に
して質問しようかと考えられるところは弁護士として
の経験が活きています。あとはセクハラの被害にあい
にくいということもあります。議会でもセクハラの問
題はありますが、男性の議員も職員さんも「訴えられ
るからお前にはセクハラをしないようにしよう」と気
を付けてくれるので。マイナス面は、人によっては弁
護士で議員というと偉そうなエリートと思われてしま
うので、なるべく気さくで親しみやすいようなキャラ
クターを常に心がけています。

注力している政策

【安藤】　皆さまが注力をしている政策は何でしょう
か。その課題、あるいはその課題達成に向けて目指し
ていく方向性についてお話を頂きたいと思います。

【有近】　弁護士として
は、被害者支援条例、児
童相談所への弁護士配
置、民間DVシェルターへ
の支援、ＬＧＢＴへの理
解促進等があります。個
人的には、伯父が志半ば
で亡くなりその遺志を継
いで政治家になった経緯
がありますので、彼がやり
残したことをやりたいと
思っていまして、まず分かっているのがインフラ整備と
コンパクトシティです。高度経済成長期に建設されたイ
ンフラの多くが今更新時期を迎える一方、地方は自治体
の財政がひっ迫しておりまして、これからのインフラ整
備には効率性の観点と地域活性化の観点が欠かせない
と思います。何でも作ればええというインフラ整備では
なくて住民が何を求めているのかという視点で無駄に
ならない真に必要なインフラ整備、投資を広域的計画的
にしていかなければならないなと思います。赤字のこと
は民間はやりませんから、行政にしかできない非常に重
要なこととして私が取組んでいきたいことです。
コンパクトシティは、全国で次々に新しい取組みがな
されていますが、私としては、ご縁がつながって出会っ
た、ごちゃまぜのまちづくりという取組みに注力して
います。これは、地方にもともとある街並みや歴史を
大切に活かし、空き家をリノベーションして地域の高
齢者、障がい者、子ども、子育て世代、誰もが居場所
と役割を持てる場所として再生し、既存のまちを再生
していく取組みです。人と人との交流や役割を持って
もらうことが、人々を幸せにし、地方を元気に自立さ
せると考えているので、ぜひ山口県でも実現したいと
思っています。
【山田】　具体的な政策では、オレンジリボン、児童虐
待等に関する取組みは個人的に注力をしているところ
です。横浜市もコロナ禍で学校が休校になったのです
けど、やはり家庭内ストレスの高まりが懸念されてい
たんです。そこで私が党内で提言をして採用されて、
いま横浜市に提言をしているのがＬＩＮＥ相談です
ね。そういったものが一つひとつ実現しつつあるのか
な、というようなところです。あとは大きなところで
いうと、世襲がいいのか悪いのかというのは議論があ
るのですけど、ただやはり地域の思いとか願いという
のがあって、それは誰かがバトンを受け継いでちゃん
と次の時代に繋げなければならないと思います。例え
ば祖父の時代にかなり議論した横浜国際競技場という
サッカー競技場の地下の遊水地が台風ですごく効果を
発揮して地元の浸水被害が防がれたということがあり
ました。こういったことを聞くと、今やっている議論
が20年後、30年後に大きな意味を持つんだな、と感じ
ます。そこに関わった人の名前なんかも出てこないし、
忘れられるのですけど、名前も残らないけど確かに誰
かの命を救ったり、そういう仕事がやっぱりあるのだ
なと思うんです。自分も大きなところではそういう仕
事をしたいなという思いでいます。
【小川】　一番力を入れているのは人権の関係です。児
童虐待やDVの被害者支援については毎回質問で取り上
げ、児童相談所の一時保護所の増設や児童福祉士の増
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座談会

員を実現することができました。DVの関係だと女性相
談所の婦人相談員の処遇改善はずっと言い続けてい
て、2020年度から会計年度任用職員制度になって少し
手当も付くようになりましたが、まだ十分とは言えな
いので引き続き取り組んでいきたいと思います。犯罪
被害者の支援条例については弁護士会と連携をしなが
ら進めておりまして、2018年には県警と行政の担当部
署と弁護士会とで合同の勉強会を開催し、2020年の条
例制定に結びつきました。人権にかかわること、弁護
士会と連携できることについては引き続き力を入れて
やっていきたいです。それ以外には農業が重要だと思っ
ておりまして、実家がコメ農家ということもあります
が、農業政策については国も地方もしっかりやってい
かないと、10年後、20年後の食料の安定供給も危うい
のではないかと思っています。群馬県の広大な自然環
境を有効活用して、農業の生産性を上げていきたい、
学校給食の県産食材の利用率ももっと上げていきたい
と思います。農業政策を基軸にした循環型の地域づく
りに今後は取り組んでいきたいと考えています。

弁護士議員と弁護士会・弁政連

【安藤】　弁護士議員として、議員活動にあたって弁護
士会、あるいは弁政連に対する要望や希望があれば教
えてください。
【有近】　私は選挙の時に弁政連山口県支部から推薦状
を頂き、本当にありがたかったです。無所属の私には
為書きもなかったですからね。今も飾っています。ま
た、弁護士会の先生方からは党派や考えを超えていつ
も熱い熱い応援やレクチャーを頂いております。弁護
士会がいつでも帰ってきていいよと待ってくれてい
る。だから腹をくくって正々堂々と意見が言えるし、
戦えているのかなと思います。しかしあえて一つだけ
お願いをするとしたら弁護士登録料や弁護士会費を少
し減免して欲しいですね。弁護士登録をしないという
選択肢もありますけど、先ほどから言うように登録し
ていることに意義がありますからお願いしたいです。
別の形で恩返しはしますので。
【山田】　小川さんとか有近さんのお話を聞くとうらや
ましいなというところがありますね。神奈川県弁護士
会は人数が多いし規模が大きいところもあるのですけ
ど、個々に繋がっている弁護士で応援して下さる方は
いるのですけど、組織として応援は頂けていない。政
治家的な話で言うと、例えば参議院の薬剤師会出身議
員など、ある業界団体から出ていますという形の人は、
何というかその団体と温かい仲間に見えます。ただ、
弁護士会についてはっきり言うと、1回当選して会長、
副会長にご挨拶に伺ったんですが、ちょうどその前の
日に弁護士会から「IR反対」の会長声明を出していて、
そこに自民党の議員がいきなり行ってしまったので、
アウェイ感ったらなかった。各政党の個別の政策のう
ちには弁護士会の見解と方向を異にするものもありま
すけれども、せっかく私のような、弁護士会でいろい
ろな委員会の副委員長もやってきた人間が議会にはい
るので、もっと使ってほしいなとは思うのですよね。
議会と行政で話していても、「あれ、弁護士会のあの委
員会で話しているよねとか、あれ、あの先生頑張って
いるよね」ということが結構あるのに、行政に聞いて

も、「弁護士会と連携している」という話は殆どないで
すよね。もったいないと思いますし、せっかくこうい
う立場でやらせて頂いていますので、つなぎ役を本当
にやりたいなと思っていますし、それが私がいま議会
にいる意義でもあると思っています。行政はこう考え
ているよ、議会はこう考えているよと、お伝え出来る
ので、議員と弁護士会の風通しを良くして、どんどん
使っていただければなというのが本音ですね。会費は
確かにお願いしたいところではありますが、横浜の場
合公益活動のポイント、年間10ポイントやらなければ
ならなくて、それが足りていないと 1ポイント 1万円
とられるという制度があるのですが、議員は公益活動
と認められて、この制度について免除して頂いていま
すので、それはありがたいなと思っています。
【小川】　弁護士会の先生方には感謝しかなくて、いつ
でも帰る場所があるというのは議員活動をする上でも
とても支えになっています。弁護士会との関わりとし
ては、条例制定の勉強会や何か要望がある時に間をつ
なぐ役割を果たせればと。弁護士会と議会をつなぐこ
ともありますし、弁政連と県議会の各会派との意見交
換会みたいなものをセッティングさせていただいて、
弁政連と議会をつなぐこともありました。そういうの
がどんどん増えていくといいなと思っています。本当
は私がもっと弁護士会に顔を出して情報を集めて自主
的に繋げていければいいのですが、中々時間がとれな
くて、そこはすごく反省しています。要望としては、
議員になって10年になりますが、この10年に登録した
若手の弁護士さんが全く分からなくて浦島太郎状態な
ので、若手の先生たちと交流する機会があると個人的
にはうれしいなと思っています。

地方自治への関与を目指す方へ

【安藤】　ありがとうございます。弁護士会、弁政連側
からの積極的なアプローチがもう少し必要なのかな、
ということを皆さんのお話を伺いながら思いました。
最後に、弁護士として地方自治に関与することの意義
や、最近は地方自治への関与を目指す弁護士が増えて
きているかと思いますけど、こうした方々への応援の
メッセージをお願いいたします。
【山田】　弁護士を兼業していて且ついろいろな弁護士
を知っている中で言うと、やっぱり弁護士がそれぞれの
領域で持っている経験とか知識の量がすごい財産だと
思うんですね。児童虐待防止をやっていますけど、何か
行政に言う時とか提言を出すときには、絶対子どもの権
利委員会の一線でやっている弁護士に全部見てもらう
ので、その上で出すと。自分が頭でっかちに考えたこと
と、現場でやっている弁護士の入ったものは全然違うの
で、ある意味弁護士というのはシンクタンク的に政策形
成に対して役割を果たせるのではないかなと思ってい
ます。条例制定とか典型的なのですけど、与えられた
既存の法律とか条例を解釈適用していくという法律家
の役割を超えて、積極的に政策形成やルールの形成に
関わっていける場面に対してシンクタンク的な関わりで
もいいし、そこにとどまらず自分がプレイヤーとして
なってくというような流れがあってもいい。そこに親和
性があるのは、私は弁護士だと思っています。在野法
曹であるとか権力との距離感とかで抵抗があるとも聞
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くのですけど、未来に向けて弁護士が社会の中でプレ
ゼンスを発揮していくには、今までのやり方だけではい
けないし、そうじゃないと社会の信頼が得られないので
はないかなと思っています。アメリカが全部いいわけで
はないですけど、民主党と共和党のシンクタンクで多く
の弁護士が活動していて積極的にやっている。自由に
現場の実務と政策形成を行き来している。そうした姿は
日本でもあっていいと思うし、弁護士側も一歩踏みだす
べき。私は保守政党の自民党に所属していますが、「弁
護士」というだけでアレルギーを感じる人もいます。こ
ういった層にもアピールできるように弁護士、弁護士会
は自身を再定義して、単なる法律専門家に止まらない社
会における実務家集団みたいになって欲しいなと思い
ます。出馬にあたってポジティブな話しかしてませんけ
ど、辛い話もありますし、プライバシー、プライベート
というものがない。子どもにしても、自分の親のポス
ターが張られているというのは結構思うところがあるみ
たいです。私も議員の孫・子として、そういう大変さが
分かります。ただ、時代も大分変ってきて、特に都市部
になれば、議員活動にも色々なスタイルがあるかなと思
います。本当に今日小川さん、有近さんの話を聞けてす
ごく勇気づけられたし、全国で同士がいて頑張っている
んだということを感じられたので、志す人が今日みたい
な話を聞ける機会がもっとあったらいいし、私もどんど
ん協力したい。そういうところを入り口にして、より多
くの弁護士がこの世界に入ってきたらいいなと思ってい
ます。
【小川】　議会サイドから見た時に、やはり法律の専門
家であって人権の取組みをしている弁護士が増えるこ
とは即戦力になると感じています。政治の役割は幅広
くありますが、私は究極の役割は救済だと思っていま
す。セーフティネット、人権をどうやって護るかは、
やっぱり政治じゃないとできない。そういう視点で発
言ができる弁護士は議会には必要な存在なので、挑戦
する先生、仲間が増えるとすごくうれしいなと思いま

す。また人生100年と考えた時に、弁護士だから弁護士
業だけをずっとやるという時代ではないと思っていま
す。弁護士をやりながら違う仕事をやるとか起業をす
るとか、そういうのもどんどん増えていくと思います。
山田さんが事務所経営をやりながら議会活動をして
らっしゃるということで、弁護士をしながら議員をや
るというキャリアも選択肢になりつつあるのだなと感
じさせていただきました。現状では選挙のイメージが
悪いところがありますが、今までの頭下げないと当選
しないという選挙から、何を実現したいのか、どうやっ
てチームを作って仲間を押し出すかという風に選挙の
やり方自体も大きく変わってきているので、これから
の若い先生たちには弁護士をやりながら議会にも挑戦
しようという流れを弁政連から作っていただけると非
常にいいんじゃないかなと個人的には思っています。
【有近】　私は、地方自治や政治の世界は特殊だと思い
ます、とても。弁護士の経験とか知識を十分に生かそ
うと思ったら、やっぱり弁護士がいいと思います。全
ての人は完璧ではなくて、弁護士だから全ての行政の
範囲を網羅して専門家になれるかというとそうではな
いですよね。行政の職員さんと接しているとやっぱり
優秀だなと思うので、そういう優秀な人がしっかりと
働いたら本来行政機能は十分に役割を果たされるのだ
と思います。だから議員が専門性を高めていこうとい
うのは疑問があります。だけど人にはそれぞれ定めと
いうか役割があると思うので、小川さんが先ほど言わ
れたように、やはりチーム、仲間から押し出される場
合にはぜひ勇気をもって決断してほしいです。その人
の役割を果たすために、社会のために。私が応援して
頂いたように、私も応援します。今日は本当にありが
とうございました。
【安藤】　皆さま簡単ではない世界でご活躍されている
ということを改めて感じました。本日はありがとうご
ざいました。
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全国支部懇談会をオンライン開催
2021年 1 月27日午後 0時半より、弁政連の全国支部懇談会が開催された。新型コロナウイルス感染症緊急事態

宣言が発令中ということもあって、東京の弁護士会館内の会場には村越理事長をはじめ関係者数名のみが参加
し、29支部の支部長・幹事長、本部役員等とZoomで結んで開催された。出席者は総計で46人だった。
懇談会前半には、「会員獲得へ向けた各支部の工夫」をメインテーマに、特徴的な活動を行っている複数支部
から報告等を受けてディスカッションを行った。そのうち京都支部からは、政党との意見交換の際にテーマを所
管する委員会の委員長が未加入であれば加入を促したり、会務に携わらない一般会員や新入会員への説明として
「理」より「利」を説く方針のもと、弁護士自治が制限された英国の立法例や他士業の業務拡大に負けないため
にも政治とのつながりが必要であることを説明する等して、加入者を増やすことができたという報告があった。
委員会活動の延長として、政策課題を立法により実現するには政治とのつながりが必要であることを実感して貰
うことが、加入への説得力になるということだった。
後半は、支部の事務局体制、会費、運動の成果等について尋ねた全国支部アンケートに関する回答の概要の説

明があり、意見交換を行った。各地の実情につき、活発な発言をしていただき、 2時間しっかりと有意義な懇談
会を行うことができた。 （幹事長　谷　眞人）

三重県支部の政策提言活動について
 三重県支部 副支部長　内田 典夫

弁政連三重県支部では、三重弁護士会の会長声明や各委員会で実働している若手会員らの意見をベースに要望
（政策提言）集を作成し、毎年、県会議員を中心にした各会派（自由民主党（2014年～）、新政みえ（旧民主党
系会派、2012年～）、公明党（2014年～）、立憲民主党（2020年～））の政策懇談会に参加して要望等を行い、県
知事と懇談するなど、地域の課題について議論しています。
その中で、例えば、学校における法教育やいじめ予防授業、犯罪被害者支援条例の制定、成年後見人の首長申
立の拡充、ＤＶ相談センターの設置などの地域の抱える課題について、地方議員や首長の皆様と協議すること
で、各会派党派の皆様との信頼関係が醸成され、結果的に、国会議員の皆様との関係も深まってきたものと思い
ます。市・県レベルでの予算や条例制定について要望事項を反映した成果も挙がっています。
今後も、当支部では、若手会員に活動を体感できる魅力を訴え、会員の拡大に努めるとともに、地方の課題を
中心に地方議員・首長との懇親を深めつつ、国会議員の皆様との連携も深化させていきたいと考えています。 
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2021年度 日本弁護士連合会副会長
氏名（所属弁護士会）／主な担当事項／抱負

矢吹 公敏
（東京弁護士会）
依頼者との通信保護／
商事・投資仲裁ADR

我が国の法の支配と民
主主義の強化に貢献し
ていきます。

三原 秀哲
（第一東京弁護士会）
財務／民事裁判手続等
IT化／外国弁護士

法の支配実現のため、
弁政連と連携し諸課題
解決に取り組みます。

相原 佳子
（第一東京弁護士会）
広報／法教育／家事法
制／子どもの権利

日弁連の政策課題の実
現のため、弁政連と連
携し取り組みます。

神田 安積
（第二東京弁護士会）
法曹養成制度改革／刑事
弁護／取調べの可視化

弁政連と連携し、日弁
連の政策課題を実現す
るよう取り組みます。

佐谷 道浩
（茨城県弁護士会）
研修／情報問題／国際
人権問題

弁政連と連携して、法
的諸課題の解決と諸制
度の実現に努めます。

横山 幸子
（栃木県弁護士会）
弁護士業務妨害対策／
犯罪被害者支援

弁政連と連携し、日弁
連の政策課題の実現に
向けて尽力します。

小此木 清
（群馬弁護士会）
倒産法制／裁判官制度
改革・地域司法計画

高齢者問題等、日弁連
の諸課題に弁政連と連
携して尽力します。

田中　宏
（大阪弁護士会）
権利保護保険／弁護士業
務改革／キャリアサポート

弁政連と連携して、弁
護士の業務領域の拡大
に取り組みます。

土井 裕明
（滋賀弁護士会）
国選弁護／労働法制／死
刑廃止・刑罰制度改革

日弁連の政策課題の解
決に、弁政連のお力を
お貸しください。

十河　弘
（仙台弁護士会）
COVID-19対策本部／
災害復興支援／憲法

弁政連とともに、日弁
連の政策課題の実現に
尽力します。

八木 宏樹
（札幌弁護士会）
知的財産／総合法律支援
／法律サービス展開本部

諸問題を解決して前進
するため、弁政連と連
携して頑張ります。

岩﨑 淳司
（高知弁護士会）
人権擁護委員会／男女共
同参画推進／法科大学院

弁政連と連携して人権
課題等の日弁連の政策
課題に取り組みます。

井口 浩治
（愛知県弁護士会）
弁護士職務適正化／司
法修習／若手弁護士

弁政連と連携して、日
弁連の政策課題の実現
に取り組みます。

高橋 敬幸
（鳥取県弁護士会）
税制／環境保全／高齢
者・障害者権利支援

憲法の目指す社会を実
現するには弁政連の先
生のお力が不可欠です。

原　章夫
（長崎県弁護士会）
消費者問題／中小企業法
律支援／法律相談センター

弁政連とともに、日弁
連の政策課題の実現に
取り組みます。
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持続可能な社会の実現に向けた新年度に。（さいとう）
web期日等 時代の変遷を感じてます。（おがわ）
今、「進撃の巨人」にはまっています。（いしい）

マスク２枚重ねで過ごす毎日が来るとは！（こだいら）
コロナ後誕生の我が子も、もう１歳。（あんどう）編集後記

若い世代の政治意識　現場の声を国政へ
～安江 伸夫 参議院議員とのオンライン交流会～
2021年 1 月18日、公明党の 安江 伸夫 参議院議員（愛知県弁護士会会員・修習67期）との交流会がZoomを利用

して開催されました。弁政連から 三宅弘 副理事長（企画委員長）、纐纈和義 愛知県支部長、荒木清寛 元参議院議
員（愛知県弁護士会会員）をはじめ、企画委員会の若手弁護士ら21名が参加しました。
講話では、政治家を志された経緯をお話しいただくとともに、少年法改正問題、インターネットの誹謗中傷問

題、不払い養育費問題対策PTの調査・政策提言など、各種の課題についてお話しいただきました。また、安江議
員は、2019年に当時32歳という若さで初当選された最年少の国会議員であり、とりわけ若い世代との交流、若い世
代の政治意識、現場の声を届けていく活動に全力で取り組まれています。安江議員は、自らが学生局長を務める公
明党青年委員会の「時代を動かしていく、新しい世紀を創るのは青年の熱と力である」という気概をもって政治家
として取り組む姿勢を紹介され、いち早くZoom等を駆使した対話集会を全国的に開催し、集めた現場の声に基づ
いて 3度の政策提言を行い、政策実現を果たしたことなどを語っておられました。
その後の質疑応答・意見交換では、選挙区・愛知県からの参加者による安江議員の修習生時代の印象やエピソー

ドの紹介、熱のこもった若々しい話に感銘を受けたとの声、教育問題や谷間世代問題への今後の取組みへの期待の
ほか、養育費問題と共同親権や面会交流との関係に関する質問、少子高齢化や若い世代との意識の違いに関する質
問など活発に発言がなされ、とても充実した交流会となりました。 （企画委員会副委員長　髙田 正雄）

弁護士から政策担当秘書へ 二足の草鞋 －弁護士と国会議員政策担当秘書－

今井 時右衛門
東京弁護士会会員（新 65 期）

ご縁があって政策秘書になって早2年。仕事は委員会での質問作りや地元
からの陳情処理など多岐に渡りますが、いずれも法律の知識が役立ちます。
なかでも議員立法など立法作業に参画できるのは貴重な経験です。ユーザー
としての弁護士の経験を立法作業に活かすことができ、更には立法作業の経
験を弁護士の仕事にも反映できます。興味のある方は是非ご連絡を！
 宮崎政久衆議院議員（比例九州・自由民主党）政策担当秘書

定期総会のご案内

　日本弁護士政治連盟の定期総会を下記のとおり開催し
ますので、ご案内します。

記　
1　日時　2021年 5 月17日（月）午後 4時30分
2 　会場　弁護士会館 2階　講堂「クレオ」
3　議題　（ 1）2020年度活動報告の件
　　　　　（ 2）2020年度決算報告の件
　　　　　（ 3）2021年度事業活動方針に関する件
　　　　　（ 4）2021・2022年度役員選任の件
　　　　　（ 5）その他
緊急の対応として開催の日時・場所・方法等を変更する場合には、ウェブサイト
http://www.benseiren.jp/ 上でお知らせします。

本部・支部人事（ ）内は前任者

2021年 4 月 1 日付
常務理事　福田 健次（田中　 宏）
理　　事　岡田 理樹（神田 安積）

支 部 長　吉田 祐治

支 部 長　田中 浩三（津川 博昭）

支 部 長　新原 次郎
事務局長　洲崎 達也（新原 次郎）

大分県支部　2021年 2月24日付

徳島支部　4月1日付

宮崎県支部　4月1日付


